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通水試験について 

 

 多気町では、ＧＸ形ダクタイル鉄管及び水道配水用ポリエチレン管路の通水（水圧）試験

として原則、以下の方法にて行います。 

 

 

 ●開発行為、給水装置設置申請（増径工事含む）、修繕等に伴う通水試験方法 

 

   ①管路の水圧を１．００ＭＰa に上昇させ、５分間放置する。 

   ↓ 

   ②５分間放置後、水圧を１．００ＭＰa まで再加圧する。 

   ↓ 

   ③再加圧後、すぐに水圧を０．７５ＭＰa まで減圧し、そのまま放置する。 

   ↓ 

   ④放置してから、１５分後の水圧を確認する。（立ち合い確認） 

    （０．６３ＭＰa（８５％）以上あるか否かを確認する。） 

 

 ●多気町発注工事に伴う通水試験方法 

 

   ①管路の水圧を１．００ＭＰa に上昇させ、１０分間放置する。 

   ↓ 

   ②１０分間放置後、水圧を１．００ＭＰa まで再加圧する。 

   ↓ 

   ③再加圧後、すぐに水圧を０．７５ＭＰa まで減圧し、そのまま放置する。 

   ↓ 

   ④放置してから、自記録検査（２４時間）を行い、水圧を確認する。 

    （０．６０ＭＰa（８０％）以上あるか否かを確認する。）自記録グラフの提出 

 

 

【水圧試験時の注意事項】 

・この方法に示す通水試験は、最後のＥＦ接合（ＥＦソケット・ＥＦベンド類・ＥＦフラン 

 ジ・ＥＦキャップ）が終了してからクランプを外せる状態になったあとの放置時間を示す。 

呼び径 ５０ ７５ １００ １５０ ２００ 

放置時間(分) ２０ ３０ ４５ ６０ 

また、ＥＦサドル類の場合は口径に関係なく３０分以上経過してから行ってください。 

なお、メカニカル継手による接合の場合は、接合完了後すぐに通水試験ができます。 
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